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冤罪事件の背景には、「自白」がついて回る。

著者は、「狭山事件の最大の謎」として、「殺

しを自分がやった、などと嘘の自供をしたの

か」を、克明に追っている。著者のこの思いを、

最近になり、足利事件や富山氷見事件などが、

それこそ、立証してくれる。

本書を読めば読むほど、証拠とはならない

こんなもので、なんで有罪にと、思わざるを

得ない。そのなかでは、唯一の物証とされる

「脅迫状」がある。でもこの証拠には、「字を

かけない男が、脅迫状を書こうなどと発想す

るわけがないのは、吃音者が電話で脅迫しよ

うなどと考えたりはしない」の説明で十分だ。

エリートの裁判官や検事は、「文字を読め

る者は、文字を読めない者の痛みを共有でき

ない」に、どう答えるのだろうか。筆者も子

どものころだが、ひとりの吃音者として、呻

吟し続けていた。今でも完治はしていないが、

痛みを共有する努力だけ続けたい。

著者は、しっかりと痛みを共有しているは

ずだ。それは、石川一雄と同年生まれで、時

代を共有していただけではない。筆者は表現

者であり、字を書くことを生業とする者。「識

字者」の存在の証といえよう。

当時の記者は、競って書きなぐる。「常識

外の異常性格」「町では札付きの不良」「字も

ロクに知らない石川」「乱暴者の土工石川」「仮

面の下に凶暴性」。これらは、部落の石川青

年への差別を背景としている。そのことを記

事は明記する。記者（メディア）には、「共有」

ではなく、「反省」を求めたい。

弁護側、裁判官、検察官による三者協議の

開始。そして、裁判官による証拠開示勧告も

出されている。本人、弁護団、支援者、それ

こそ三者の努力と協議により、再審の扉は、

開く兆しを示している。時機を得て、本書が

文庫化された。多くの読者が得られることを

願いたい。それが、狭山事件が社会化され、

石川一雄さんの「視えない手錠」を外すため

の、その一助となってほしいからだ。

	 （ふせてつや）

本の紹介

鎌田慧著
岩波現代文庫
定価1470円（税込み）
2010年4月16日刊行

布施 哲也（狭山事件の再審を求める市民の会事務局次長）

『狭山事件の真実』
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IMADR は 1993 年に NGO として国連協議

資格を取得し、以来、国連における人権の議

論にさまざまな形で関わってきました。その

ひとつとして、協議資格をもつ NGO は、人

権理事会などの会期中に同じ会場でサイド

イベントを開催することができます。2010

年 3 月の人権理事会第 13 会期中においても

IMADR は二つのサイドイベントを主催しまし

た。

・	一つは「現代的形態の人種差別に人種差別

撤廃条約はどう向き合うのか」と題して、

変化する人種差別の形態や発現に対応す

るために、いかに条約を活用するかという

テーマでパネルディスカッションを行いま

した（3月12日）。世界各地のIMADRメンバー

がスリランカ、インド、フランスおよび日

本における反差別の闘いの現状と課題を報

告し、ゲストに招いた人種差別撤廃委員会

の委員が意見を述べ、条約の活用をより今

日的な視点から議論しました。

・	もう一つは「職業と世系に基づく差別の効

果的撤廃のための国連原則と指針案」に照

準を当てたサイドイベントで、日本の経験

から学ぶという副題をつけました（3 月 15

日）。現在、「原則と指針案」は正式な国連

文書として認められていますが、部落差別

やカースト差別に対処する国際的な基準と

してはまだ採択されていません。日本では

1969年に部落問題の解決として同和対策特

別事業が始まりました。その理念や事業内

容は「原則と指針案」に示されている指針

に通じるものがあります。日本が取り組ん

だ同和対策事業の経験を振り返ることで、

「原則と指針案」の有効性を実証し、１日

も早く国連基準として認められるようにな

ることを目指してサイドイベントを開催し

ました。政府の同和問題の取り組みに関

わった元労働省高官の竹村毅さんと部落解

放同盟の組坂繁之さんが行政と運動の立場

からそれぞれ報告をしました。それを受け

てインドのダリット女性解放運動、ルーテ

ル世界連盟、アフリカの NGO の方たちが

意見を出し合いました。

	 （報告：編集部）

IMADR 国連での活動報告

**「シリーズ　活動の現場から」は今号は休みます。

2月 3月 4月

事務局カレンダー （定期的に行なっているスタッフ会議については省略）

1日	 国連人権理事会第13会期（～25日）
12日	 IMADR主催「人種差別撤廃条約」

に関するサイドイベント（人権理事
会会場にて）

13･14日　第5回IMADR執行委員会（於
ジュネーブ）

15日	 IMADR主催「職業と世系に基づく
差別」に関するサイドイベント

16日	 CERD日本審査総括所見発表
23日	 移住者に関する国連特別報告者

ブスタマンテさん日本公式訪問
27日	 外国人差別禁止法制定に向けた

集会にてCERD審査の報告
31日	 ブスタマンテさん日本公式訪問

の記者会見

９日	 日弁連国際人権部会にてCERD
日本審査の報告

10日	 ボランティアガイダンス
	 第4回人種差別撤廃条約実践活

用連続講座「CERD日本審査」
12日	 タイの人身売買に関するJICAプ

ロジェクトの報告会参加
15日	 第21回IMADR-JC理事会
16日	 国際人権コンサルテーション
	 ピライ人権高等弁務官受け入れ

のためのNGO協議
21日	 JNNC世話人会・全体会
29日	 第81回メーデー中央大会にテン

ト出展

1日	 福島男女共同参画担当大臣に国
内人権機関の設立など申入れ

2日	 東京女学館中学校生徒訪問受け
入れ

4日	 CERD日本報告書審査に関する
人種差別撤廃NGOネットワーク
会議

15日	 人種差別撤廃委員会（CERD）第76
会期（～3月12日、日本審査あり）

18日	 ボランティアガイダンス　
24－25日　CERD日本報告書審査
	 日本審査前のNGOブリーフィン

グ
	 日本審査後のNGO主催の記者会

見

IMADR　国連人権理事会でサイドイベントを開く

IMADRサイドイベントで発言する
パネリストの人びと


